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     君はまたここにきた。そして私達もここにきた。私達は2017の時点で既に充
分に過剰（Excess)であると思っていたが、2022になってスイッチを増やすこ
とにした。80s、90s、現在、そしてそれよりも少し前の時代の音色に想いを馳
せながら。我々の人生は何でもあり、それは相変わらずのようだ。君がまだ夢中
でいてくれることを感謝している。

Excessはディストーションとモジュレーションの2in1エフェクトです。

     2つのエフェクトのルーティングやオンオフを切り替えることで、サウンド
はドラマチックに変化します。各セクションは個別のフットスイッチでオンオフ
を切替可能です。コントロールはシンプルですが、そこから産まれるサウンドは
決してそうではありません。

DISTフットスイッチ: ディストーションセクションのオンオフを切替えます。
MODフットスイッチ: モジュレーションセクションのオンオフを切替えます。通
常のタップでラッチ式、踏み続けるとモーメンタリー式の動作となり、フットス
イッチを離した瞬間エフェクトを無効にします。

ディストーションセクションには3つのコントロールがあります:

Dist Vol ディストーションのボリュームをゼロからラウドへ変化させます。
Tone ディストーションのハイエンド成分を制御し、鋭い響きから暗く重たいサ
ウンドへ変化します。
Gain ディストーションのゲインを制御します。ブライトで軽いドライブからヘ
ヴィな激歪みサウンドまで変化します。

モジュレーションセクションに3つのノブがあります:

Mod Vol モジュレーションのボリュームを制御します
Time モジュレーションのレート/タイムを設定します。コーラスではLFOス
ピード、ディレイではディレイタイムとなります
Depth モジュレーションのデプス/フィードバックを設定します。コーラスでは
LFOデプス、ディレイではリピート量となります。c

モジュレーションには3つのモードがあります:

Fifth Excess V1の隠しモードをベースとしたハーモナイズド・ディレイです。
ディレイリピートを5度でハーモナイズします。depthでディレイリピートが追
加され、リピートが繰り返されるたびハーモナイズが上昇していきます。結果5
度とオクターブで音楽的にピッチが上がっていきます。
Chorus クラシックなコーラスエフェクト。モジュレートするディレイラインか
ら濃密なサウンドを形成します。is a classic chorus, modulating the delay 
line to create swirling sounds.
Delay ダブリング、コムフィルタリング、スラップバックなどフォーカスした
125msまでのショートディレイ。i

セクションのルーティングは3つから選択できます:

Mod 1st モジュレーションからディストーションへ配列し、リッチなハーモ
ニーから制御不能のカオスなテクスチャまで出力します。2つのセクションを直
列で接続しているため、いずれかのボリュームがゼロだと音は出力されません。
Parallel モジュレーションとディストーションを並列で配置します。クリーン
なモジュレーション信号と歪んだサウンドが隣り合わせになり、2つが同時に出
力されるためボリュームもブーストされます。各セクションのボリュームノブを
調整して、ドライとウェットを不可解なバランスまでプッシュできます。
Dist 1st ディストーションからモジュレーションへ配列される、セオリー通り
の標準的なルーティングです。歪んだ音がモジュレートし、クリスピーなコーラ
スやディレイエフェクトとなります。2つのセクションを直列で接続しているた
め、いずれかのボリュームがゼロだと音は出力されません。

ExpressionジャックでRateかDepthノブを外部より制御できます。
     使用するには、TRSケーブルを使ってエクスプレッション・デバイスを
ジャックへ接続します。OBNEのExpression Slider、Expression Ramper、その
他のTRS tip voltage ouputを備えたエクスプレッション・ペダルなどを使用可能
です。
TimeとDepthノブをどう制御するかは以下のように設定します。
まず両方のフットスイッチをLEDが点滅するまで長押しします。このときノブの
設定がエクスプレッションのヒール（エクスプレッションダウン）ポジションに
なり、最小設定となります。もう一度フットスイッチを長押しすると、LEDがよ
り早く点滅し、エクスプレッションのトー（エクスプレッションアップ）ポジ
ションの設定へうつります。ノブで設定したパラメータが最大設定になります。
2つのポジションの設定中にノブを動かさないと、そのノブはエクスプレッショ
ンの制御から外れます。TimeかDepthのみを制御したいときに便利な設定です。
設定が終わったら再度両方のフットスイッチを長押しすると、設定が保存されま
す。これで、設定した2つのポジション間をエクスプレッションでコントロール
可能になります。この設定はExcessの電源を落としても保存されます。
デフォルトではTimeとDepthノブは0からマックスまで最大限可変します。この
デフォルト設定に戻りたい場合は、2つのポジションの設定時にノブを動かさな
ければOKです。

筐体内部のエクスプレッションジャック横のトリムポットで、モジュレーション
セクションのミックスを設定できます。
     デフォルトではドライとウェットが50:50で設定され、標準的なコーラス
や、ユニティでのディレイリピートとなります。トリムポットを右に回すとミッ
クがミックスが100％ウェットまで上がります。これによりビブラートエフェク
トや、奇妙なディレイエフェクトを形成できます。左に回すとよりマイルドな
ミックスとなり、回しきりで100％ドライになります。

P E R P E T U I T Y  R E P E A T S

     This setting pushes the delay to the edge of 
self-oscillation. Effervescent distortion before the 
modulation spices up the rhythm melody and roughens the 
edge of the sustain.  

N O T E S

EXCESS V2

P L E A D I N G  W I T H  T H E  F I F T H

     Longer delay times with short feedback (depth) makes 
for a fun call-and-response experience with Excess V2’s 
Fifth mode. 

H E A V Y  T E P I D

     Slow-churning chorus before a luxuriant distortion in the 
signal path makes for some hawkish and raucous sounds.
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